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はじめに
　当院のある今治市は，愛媛県東北
部の来島海峡に面した愛媛県第二の
町です．安土桃山時代の大名藤堂高
虎が城を築き，江戸時代は松平氏の
城下町として発展しました．
　四国最初の開港場でもあることか
ら造船の町としても有名で，日本一
の海事都市として，また，しまなみ
瀬戸大橋の四国側の玄関と共に知ら
れてきました．
　島しょ部を多く持つために県内で
も高齢過疎化がすすむ中，駅に近い
という立地条件から，内科中心の診
療科目でありながら幅広い年齢層の
患者を対象としていて，生活習慣病
健診や人間ドックなど予防医療にも
力を入れています．
　また，当該医療圏域内では呼吸器
系，循環器系，泌尿器系の疾患に関
して特に中心的役割を果たし，画像
診断も充実しており，岡山大学消化
器系教室のご協力や日本放射線学会
修練期間認定機関を受けるなど，地
域医療のレベル向上に努力をかたむ
けております．
基本理念と基本方針
基本理念
　愛と奉仕の精神を貫き，保健・医
療・福祉を通じて，市民の方々が安
心して生活できるように，微笑んで
暮らせるように，地域に貢献します．
基本方針
・患者様や家族の皆様に，温かく思
いやりの心で接し，信頼される医
療を提供します．
・地域の医療機関との連携を深め，
質の高い専門医療の実践に努めます．
・職員の知識・技術向上のために研
修・教育を行い，質の高い医療を
提供します．
・一人ひとりが生き生きとし，働き
がいのある病院を作ります．
沿革と概要
沿　　革
昭和35年３月　第一医院開設
昭和37年７月　放射線第一病院開設
昭和57年５月　医療法人順天会放射
線第一病院開設
平成８年１月　介護老人保健施設　
八惠苑開設
平成８年８月　第一訪問看護ステー
ションかとれあ開設
平成14年３月　透析開始
概　　要
・第一病院
病床数：110床（一般病床105床，
亜急性期５床）
　　10：１看護，２病棟体制
診療科目：内科・呼吸器内科・
消化器内科・循環器内科・
泌尿器科・放射線科・リハ
ビリテーション科・皮膚科
職員数：常勤医師 11名，非常
勤医師 21名，職員 235名
 （平成26年４月現在）
救急：救急告示病院
・介護老人保健施設 八惠苑（在宅復
帰支援型）
入所定員：80人
通所リハビリテーション：20人
職員数：常勤医師 １名，職員 71名
 （平成26年４月現在）
・居宅介護支援センター ４名
 （平成26年４月現在）
・第一訪問看護ステーション ８名
 （平成26年４月現在）
・地域包括支援センター ５名
 （平成26年４月現在）
全職員数 323名
 （平成26年４月現在）
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・姉妹病院　社会医療法人真泉会
 今治第一病院（90床）
当院の特徴
　今治は地域特性として小病院だけ
が多く有り，診療科目にも偏りがあ
るため当院に一部の患者が集中して
います．特に，専門医が居る呼吸器
内科，泌尿器科，皮膚科への受診希
望患者が多く，また，最近では岡山
大学消化器科の協力もあって，内視
鏡検査を中心に消化器内科を受診す
る患者も増えてきているのが特徴で
す．
　元々，初代理事長の木本達郎医師
は放射線科医師であったため，迅速
な画像診断で患者の要望に応えて来
ましたが，現在では院内での検査体
制の充実にも力を入れてきた結果，
放射線科専門医が５名常勤し，ほぼ
即日に診断結果が出せるため，それ
も来院患者数の急増に拍車をかけて
います．
　最近では「物忘れ外来」など非常
勤医師による特別外来もその数を増
し，幅広い患者の要望に応えられる
体制造りをしています．
　入院では一時期多かった肝臓疾患
患者数は減少し，高年齢化に伴いそ
の大半を呼吸器疾患患者が多数を占
めるようになり，その多くが肺癌で
化学療法を施行するため，薬剤部の
体制強化が急務となっております．
　なお今後の医療機関の相互連携や
在宅医療，介護保険などとの連携の
あり方を考え，地域連携チームの強
化を図る中で地域医療の発展にも貢
献したいと考えております．
トピックス
　平成24年10月には，念願だった病
棟建て替えに着手することができま
した．平成７年に建てた一棟を残し，
他は全部建て替えるという工事は現
在も着々と進んでおりますが，外構
工事を含めた最終的な完成は平成27
年も半ばを過ぎた頃になりそうです．
　東芝ヘリカルCT80列やフィリッ
プスMRI1.5テスラへの入れ替え
と，透析ベッドの増床，化学療法室
の設置や内視鏡室の充実など，施設
設備に起因していた懸案も一度に解
消され，増え続ける患者からの要望
に対して応えることが出来るように
なるものと期待しています．
最後に
　入院医療の機能分化がすすむ中，
今後は地域に密着した一般急性期と
いう役割を担うものとしてその方法
を模索しながら，在宅に向けた慢性
期医療への橋渡しをしていきたいと
考えています．
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